
記入例

・受け取りを希望する口座を記入してください。
※原則として、申請・請求者（世帯主）の口座を記入し

てください。

※受取口座を確認できる書類（通帳やキャッシュカード

のコピーなど受取口座の金融機関名・口座番号・口座

名義人を確認できるもの）を添付してください。

手順④

裏面も必ず記入してください。

・該当するいずれか

の欄（□）にチェック

✓を記入してください。
※「基準日（令和５

年12月１日）と令

和５年１月１日時

点の住所が異なる

」欄にチェック✓

を記入した方は、

令和５年１月１日

時点に住んでいた

市区町村が発行す

る該当者全員分の

課税状況を証明す

る書類を必ず提出

してください。

（証明書についは、

令和５年１月１日

時点に住んでいた

市町村に郵便請求

ができます。)

手順③

・令和５年12月１日時

点の全ての世帯員の

状況を記入してくださ

い。

手順②

・申請書を記入した

日を記入してくださ

い。

・申請・請求者欄は

世帯主の氏名、生年

月日、住所、日中連

絡可能な電話番号

（携帯可）を記入して

ください。
※代理人が代わりに

記入する場合は、

別紙の「委任状」

を記入し、本申請

書と併せて提出し

てください。

※現住所が令和５年

12月１日時点の住

所と異なる方は※

欄を記入してくだ

さい。

手順①



・①～④は必ず提出

が必要な書類です。

全ての書類が添付さ

れているかを確認の

上、チェック欄（□）に

チェック✓してくださ

い。

・⑤については、代理

人が申請書を記入す

る場合や、代理人の

口座を給付口座に指

定する場合に添付し

てください。

手順⑤

・全ての項目を確認し

てください。

※扶養の有無を確認

してください。

「扶養」とは

税法上の配偶者控除、

配偶者特別控除、扶

養控除、年少扶養、

青色事業専従及び事

業専従の対象となっ

ている方
※別世帯でも扶養を受

けていることがあり

ますので、必ずご家

族に確認してくださ

い。


